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は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
幕
末
、
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
八
月
の
下
関
戦
争
を

描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
を
紹
介
し
、
あ
わ
せ
て
そ
れ
ら
が
作
成
さ
れ

た
背
景
、
絵
図
の
史
料
的
価
値
、
伝
来
過
程
な
ど
を
検
討
す
る
。

対
象
と
す
る
の
は
、
毛
利
家
文
庫

馬
関
戦
争
一
件

「
長
州
下

ノ
関
ニ
於
テ
仏
英
亜
蘭
戦
争
之
始
末
書
幷
絵
図
面
共
」
に
綴
じ
ら
れ

て
い
る
絵
図
で
あ
る
。
こ
の
冊
子
に
は
下
関
戦
争
の
よ
う
す
を
伝
え

る
書
状
、
上
申
書
、
報
告
書
な
ど
が
書
き
写
さ
れ
て
お
り
、
全
五
九

丁
（
絵
図
除
く
）
、
そ
の
巻
末
に
絵
図
一
〇
枚
が
折
り
畳
ん
だ
状
態
で

綴
じ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
『
山
口
県
史

通
史
編

幕
末
維
新
』（
二

〇
一
九
年
）
な
ど
で
一
部
が
使
用
さ
れ
た
例
が
あ
る
が
、
史
料
自
体
に

関
す
る
本
格
的
な
検
討
は
、
筆
者
が
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
度

の
当
館
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
ウ
ィ
ー
ク
「
歴
史
小
話
」
で
取
り
上
げ
た
の

み
で
あ
ろ
う
。
本
稿
は
そ
の
後
の
調
査
成
果
も
含
め
述
べ
る
。

下
関
戦
争
は
、
元
治
元
年
八
月
五
日
か
ら
英
米
仏
蘭
四
ヶ
国
連
合

艦
隊
が
下
関
海
峡
の
長
州
藩
砲
台
を
攻
撃
、占
拠
し
た
事
件
で
あ
る
。

教
科
書
な
ど
で
は
「
四
国
連
合
艦
隊
下
関
砲
撃
事
件
」
と
さ
れ
、
そ

の
ほ
か
「
馬
関
戦
争
」
と
か
、
前
年
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
五
～

六
月
、
長
州
藩
の
攘
夷
決
行
お
よ
び
そ
の
後
の
米
仏
軍
艦
に
よ
る
報

復
攻
撃
と
一
連
に
捉
え
て
「
第
六
次
下
関
戦
争
」
と
表
記
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
（『
下
関
市
史
』）
。
本
稿
で
は
、『
山
口
県
史

通
史
編

幕

末
維
新
』
に
な
ら
い
「
下
関
戦
争
」
と
表
記
す
る
。

下
関
戦
争
は
、
八
月
五
日
、
四
ヶ
国
艦
隊
に
よ
る
前
田
砲
台
砲
撃

に
始
ま
り
、
六
日
連
合
国
の
陸
戦
隊
が
上
陸
、
前
田
砲
台
な
ど
を
占

領
し
た
。
ベ
ア
ト
が
撮
影
し
た
有
名
な
前
田
砲
台
占
領
風
景
の
写
真

は
こ
の
時
の
も
の
で
あ
る
。
形
勢
は
六
日
で
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
が
、
以

後
も
継
続
的
に
戦
闘
は
続
い
た
。
八
日
長
州
藩
の
講
和
使
節
が
連
合

国
に
和
議
を
申
し
入
れ
、
数
度
の
協
議
を
経
た
の
ち
、
十
四
日
に
停

戦
協
定
が
結
ば
れ
て
戦
争
は
終
結
し
た
。

四
ヶ
国
連
合
艦
隊
に
よ
る
軍
事
行
動
は
、
前
年
文
久
三
年
五
月
十

幕
末
期
の
下
関
戦
争
を
描
い
た
一
〇
枚
の
絵
図
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